








(5)結論.良性血尿症と言われているものの中に高頻度に結石形成の見られない高カルシュ

ウム尿症が存在する。高カルシュウム尿症の診断に用いる Uca/cr の基準値は 0.24.以上が

より適正な値と考えられるが今後の検討が必要である。高カルシュウム尿症の病型分類で

は吸収性高カルシュウム尿症が大部分であり、吸収性高カルシエウム尿症の病因として腎

よりのリンの喪失と、それに伴う血清 1～25(OH)2D の活性亢進が考えられる。 


